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平成18年４月１日付で、下記のとおり部局長の交代が
ありました。新部局長をご紹介するとともに、退任され
た部局長のご挨拶を掲載します。

部局長の交代

新部局長紹介

大学院工学系研究科・工学部
松本　洋一郎　教授

（任期：平成18年４月１日～平成20年３月31日）
1972年４月　工学部卒業
1977年３月　大学院工学系研究科博士課程修了
1992年８月　教授（工学部）
所属：機械エネルギー工学講座
専門分野：流体工学
研究内容（代表的な著書や論文等）：
Yoichiro Matsumoto, John S. Allen, Shin Yoshizawa,

Teiichiro Ikeda, Yukio Kaneko, Medical ultrasound

with microbubbles, Experimental Thermal and Fluid

Science 29, pp255-265, 200501

Taisuke Sugii, Shu Takagi and Yoichiro Matsumoto,

A molecular-dynamics study of lipid bilayers: Effects

of the hydrocarbon chain length on permeability, the

Journal of Chemical Physics, Vol.123 , No.18 ,

pp184714, 200511

熱流体ハンドブック－現象と支配方程式－, 小竹，土
方と共著, 丸善, 1994
岩波講座 現代工学の基礎15 計算熱流体力学＜空間系
Ⅲ＞, 笠木伸英, 松本洋一郎, 大橋弘忠, 岩波書店,
2002

MULTIPHASE FLOW HANDBOOK, Edited by

Clayton T. Crowe, CRC Taylor & Francis, 12.2, 2005

大学院教育学研究科・教育学部
金子　元久　教授

（任期：平成18年４月１日～平成20年３月31日）
昭和47年　教育学部卒業
昭和59年　シカゴ大学大学院修了　Ph. D.
平成８年　教授
所属：総合教育科学専攻大学経営政策・コース
専門分野：高等教育論、比較教育学、教育経済学
研究内容（代表的な著書や論文等）：
“Japan’s Higher Education: The Past, Its Legacies and

the Future,” P.Altbach & T. Umakoshi eds. Past and

Future of Asian Higher Education ： Baltimore: Johns
Hopkins University Press, 2004. pp. 115-14

「国立大学法人化の射程」、江原武一編『大学の管理運
営改革』、東信堂、2004．pp.49-71.
「高等教育の地殻変動と大学の戦略的経営」、『高等教
育研究紀要』19．（2004年３月）、pp.87-100．
「評価主義的陥弊：模似市場化和大学評価」、『教育与
経済』74（2003年第４期）、2003年10-12月、pp.１-８．
「初等教育の発展課題―日本の経験と発展途上国への
視点」、米村明夫編『世界の教育開発』、明石書店、
2003、pp.27-41．

新部局長 前部局長
大学院工学系研究科

松本　洋一郎 平尾　公彦
・工学部
大学院教育学研究科

金子　元久 佐藤　学
・教育学部
大学院薬学系研究科

柴崎　正勝 海老塚　豊
・薬学部
大学院数理科学研究科 桂　利行 （再　任）
大学院情報理工学系

武市　正人 （再　任）
研究科
大学院情報学環

吉見　俊哉 花田　達朗
・学際情報学府
大学院公共政策学連携

森田　朗 （再　任）
研究部・教育部
東洋文化研究所 関本　照夫 田中　明彦
生産技術研究所 前田　正史 （再　任）
宇宙線研究所 鈴木　洋一郎 （再　任）
物性研究所 上田　和夫 （再　任）
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大学院薬学系研究科・薬学部
柴崎　正勝　教授

（任期：平成18年４月１日～平成20年３月31日）
昭和44年３月　薬学部卒業
昭和49年３月　薬学系研究科博士課程修了
昭和61年10月　教授（北海道大学）
平成３年10月　教授（薬学部）
所属：有機合成化学教室
専門分野：有機合成化学、医薬化学
研究内容（代表的な著書や論文等）：
１）M. Shibasaki, H. Sasai and T. Arai 
Asymmetric Catalysis with Heterobimetallic

Compounds

Angew. Chem. Int. Ed. Engl., 36, 1236-1256（1997）
２）Shibasaki and N. Yoshikawa 
Lanthanide Complexes in Multifunctional

Asymmetric Catalysis

Chem. Rev., 102, 2187-2209（2002）
３）M. Shibasaki, M. Kanai and K. Funabashi
Recent progress in asymmetric two-center catalysis

Chem. Commun., 1989-1999（2002）
４）M. Shibasaki 
Chiral poly-rare earth metal complexes in asymmet-

ric catalysis 

Proc. Jpn. Acad. Ser. B, 82, 72-85（2006）
５）M. Shibasaki and S. Matsunaga
Design and Application of Linked-BINOL Chiral

Ligands in Bifunctional Asymmetric Catalysis

Chem. Soc. Rev., 35, 269-279（2006）

大学院情報学環・学際情報学府
吉見　俊哉　教授

（任期：平成18年４月１日～平成21年３月31日）
昭和56年３月　教養学部卒業
昭和59年３月　大学院社会学研究科修士課程修了
平成12年８月　教授（社会情報研究所）
所属：社会情報学圏　社会学・歴史・教育　情報文化・

歴史学域
専門分野：社会学・文化研究・メディア史
研究内容（代表的な著書や論文等）：
『都市のドラマトゥルギー』（1987年）
『博覧会の政治学』（1992年）
『メディア時代の文化社会学』（1994年）
『カルチュラル・ターン』（2003年）
『万博幻想』（2005年）

東洋文化研究所
関本　照夫　教授

（任期：平成18年４月１日～平成21年３月31日）
昭和47年３月　教養学部卒業
昭和51年１月　大学院社会学研究科博士課程退学

平成３年４月　教授（東洋文化研究所）
所属：汎アジア研究部門
専門分野：文化人類学
研究内容（代表的な著書や論文等）：
『現代の社会人類学』全３巻
（共編著、東京大学出版会）
『国民文化が生れる時－アジア・太平洋の現代とその
伝統』（編著、リブロポート）
『比較史のアジア－所有・契約・市場・公正』
（共編著、東京大学出版会）

部局長退任の挨拶

退任にあたって
前大学院工学系研究科長・工学部長

平尾　公彦

東京大学は質の高い教育と研究を維持し、国際性豊か
で真のリーダーシップを備えた人材を世に送り出すこ
と、世界の知的拠点として21世紀の新たな価値の発見と
構築に向けてダイナミックに取り組むことが求められて
います。大学の本質を見失った組織、運営は大学を駄目
にします。大学の本質は優秀な頭脳集団をもつことと、
外部からの干渉を排除して研究教育が行えることです。
これからは一研究者として東京大学の発展に貢献したい
と思っています。２年間、多くの方々からご支援をいた
だきました。本当にありがとうございました。

全学の協力と支援に感謝
前大学院教育学研究科長・教育学部長

佐藤　　学

研究科長に就任して以来、ひたすら走り続けた２年間
でした。法人化の状況は、教育学研究科のように小さな
部局にとっては、新しい体制への移行自体が死活問題で
あり、文字通り不安と激動の２年間でした。幸い、平成
16年に臨床心理学コースの新設、平成17年に大学経営政
策コースの新設、そして平成18年に学校教育高度化専攻
の新設が実現し、１専攻６コースであった本研究科を２
専攻11コースへと拡充させることができました。これら
の改革に惜しみない協力と支援をお寄せくださった総長
室、本部事務局、他研究科の諸先生方に、この場を借り
て心から感謝申し上げます。思えば、わが研究科の進取
の力のすばらしさと東京大学全体の協力関係のすばらし
さに感嘆し続けた２年間でした。学生と院生に対する教
育の改善についてはやり残した課題は多いのですが、こ
れからは一教授として尽力し、微力ながら東京大学の発
展に貢献し続けたいと思っています。
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研究科長・学部長退任にあたって
前大学院薬学系研究科長・薬学部長

海老塚　豊

国立大学法人となった最初の２年間に部局長を務める
という大役を与えられ、これまで経験したことのない仕
事に追いかけられているうちに、当初はとてつもなく長
く感じていた任期も、あっという間に過ぎてしまった、
というのが現在の実感です。法人化対応に加え、ちょう
どこの間に６年制学科を導入する薬学教育の新制度が正
式に決定し、東大だけでなくわが国における薬学にとっ
て歴史的な転換期にあたったこと、さらに、新総合研究
棟の建設、旧館の改修およびそれらに伴う移転と、数々
の大きな事業を抱え、途方にくれたように感じた日々が
あったことが懐かしく思い出されます。幸い、薬学の教
職員学生のみならず、学内外の方々の温かいご支援を得
て、無事これらの事業を乗り切り、任期を迎えることが
できました。これからの薬学は、伝統的な創薬基礎研究
で世界のトップランナーとなるだけでなく、高度医療人
としての薬剤師の養成も併せて行ってゆくことになりま
す。薬学教育研究機関として世界にも例のないユニーク
な存在として、東大の更なる発展に貢献してゆくことを
確信しております。ご協力いただきました皆様に深く感
謝し、厚く御礼申し上げます。

デューティー
前大学院情報学環長・学際情報学府長

花田　達朗

個人と組織の関係をそのせめぎ合い中でどう折り合い
を付けるかは永遠の課題であろう。大学もその現場たる
を免れない。いや、最も厄介な現場の一つかもしれない。
旧社会情報研究所最後の所長を１年間、それと組織統合
した新生情報学環の学環長を２年間務めて退任する。と
同時に本学を退職し、新天地へ移る。感慨なきにしもあ
らず、である。
私はデューティーというものが自分に降ってくると、

めっぽう弱い。個人と組織の間を繋ぐ一つの橋がデュー
ティーである。情報学環長のデューティーは、学際情報
学という新規分野のために全学協力体制のもとに設計さ
れ、横型組織論で構成されたユニークな大学院の基盤を
整備し、そこに集う教職員と学生がそれぞれの夢を叶え
られるような条件作りをすることだった。その達成度の
評価は他者に委ねるとして、私としてはI have done
my duty.という気持ちでこの現場を辞去する。ご支援い
ただいた方々に深くお礼を申し上げたい。
情報学環という船の無事の航海と新大陸の発見を願っ

てやまない。

退任にあたって
前東洋文化研究所長

田中　明彦

おかげさまでというべきか、所長を二期４年間務めさ
せていただいた。その間、法人化に向けての本部の作業
にも関与させていただいたし、法人化後は、経営協議会
や総長選考会議の末席をけがさせていただくことにもな
った。東京大学がいかに巨大で複雑な組織であるという
ことが、薄ぼんやりと感じられるようになったと思う。
人間の営みを学ぶ政治学の研究者にとっては、貴重な経
験だった。ただし、やはり研究者としてのアイデンティ
ティと利己心には抗しがたく、いたるところで「手抜き」
をしてしまった。所長室の机上で行方不明になった書類
のために、事務職員の皆さんには、しなくてもいい仕事
を相当お願いしてしまったと思う。罰があたったのか、
任期終了近くなって、ドタバタ物事を決めなければいけ
ない事態も起こった。「ハラハラドキドキの４年」が終
わってホッとされる所内の方々も多いにちがいない。



17No.1334   2006. 4. 12

「業務改善提案」に係る表彰式が３月27日（月）14時
より、本部棟12階大会議室で開催された。
業務改善提案は、本学の業務改善に関する具体的な提

案を広く教職員から募集し、今後の業務運営の合理化・
効率化等に資することを目的として実施されたものであ
り、今回で３回目となる。昨年10月から11月にかけて募
集が行われ、11月末までに個人・グループ合わせて105

件の応募があった。
応募のあった提案については、濱田理事を本部長とす

る「業務改善プロジェクト推進本部」において、審査が
行われ、その結果、下記のとおり、特選：個人１名、入
選：個人６名に対して表彰することになった。
表彰式では、小宮山総長・濱田理事・西尾理事・上杉

理事・石黒監事・弦本企画調整役（現・副理事）等の出
席のもとに、小宮山総長から総評が行われた後、表彰状
と副賞が授与された。

○特選受賞者（個人１名（１提案））
＜個人＞
釣巻　勉　　　監査室
（人事異動の時期を原則７月１日（仮）とする）

○入選受賞者（個人６名（４提案））
＜個人＞
・今橋大樹　　医学部附属病院
（事務系職員の人事異動時期について）
・入江宜孝　　医学部附属病院
（短時間勤務有期雇用職員の時間給額の決定方法について）
・米田久和　　北海道演習林
（物品の再利用）
・大八木繁則 学生部
（本学資源の有効活用について）
・市原育代　　財務部
（物品の契約実績照会について）
・小暮弥生　　教育学部
（教職業務体系の改善について）

表彰者の提案内容など業務改善提案に関する詳細は、
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/gakunai/gen/gen6/inde

x_j.htmlをご参照下さい。

なお、業務改善提案については、今後も定期的に募集
いたします（次回は、今年５月募集の予定）が、期間内
か否かにかかわらず、随時受け付けておりますので、総
務 部 業 務 改 善 グ ル ー プ （ メ ー ル ア ド レ ス ：
gyoumukaizen@ml.adm.u-tokyo.ac.jp）へ提案書をお送
り下さい。

平成17年７月４日、八丈島ナズマド地区で本学大学院
農学生命科学研究科水圏天然物化学研究室のリサーチフ
ェロー、山下高広氏が潜水しての試料サンプリング中に
殉職されたことは平成17年9月14日付の学内広報で報じ
たとおりである。この学内広報で本学の取り組みについ
ては徹底した原因究明と再発防止のため、学外第三者を
加えた全学調査委員会を設置し、事故の直接的な要因の
みならず、事故の根底や大学の安全風土にまで遡って調
査検討を行いその結果を公表すると、報告した。
本学では元広島高裁長官の藤田耕三氏に委員長をお願

いして全学調査委員会を発足させ、第一回の委員会を平
成17年10月31日に開催した。委員会は公開として傍聴者
を受け入れ、合計６回開催した。この他に八丈島現地調
査やＢＣジャケットの点検調査を行った。
全学調査委員会のメンバーは下記の６名からなり、法

律、安全管理、潜水事故それぞれの分野の専門家を学外
委員としてお願いしている。

（学外委員）藤 田 耕 三（弁護士、元広島高裁長官、現
都労委会長）

（ 〃 ）向 殿 政 男（明治大学理工学部情報学科シ
ステム科学研究室教授）

（ 〃 ）中 田 　 誠（総合スポーツ研究所）
（学内委員）桐 野 　 豊（理事・副学長）
（ 〃 ）生源寺 眞一（農学生命科学研究科教授、研

究科事故調査委員長）
（ 〃 ）小山 富士雄（環境安全本部特任教員、元三

菱化学環境安全部部長）

調査報告書は平成18年３月30日、藤田委員長より小宮
山総長に提出され、同時に記者発表し併せて本学ホーム
ページ（広報・情報公開－記者発表一覧）でも公表され
ている。

「業務改善提案」に係る表彰式開催

総務部

潜水作業中の死亡事故についての全
学調査委員会報告書作成

環境安全本部

小宮山総長から表彰状を受ける受賞者



号数 原稿締切日 発行日 配布日

1335 ４月19日（水）４月26日（水）５月８日（月）
1336 ５月10日（水）５月17日（水）５月23日（火）
1337 ５月24日（水）５月31日（水）６月６日（火）
1338 ６月７日（水）６月14日（水）６月20日（火）
1339 ６月21日（水）６月28日（水）７月４日（火）
1340 ７月５日（水）７月12日（水）７月19日（水）
1341 ７月19日（水）７月26日（水）８月１日（火）
1342 ９月 ６日（水）９月13日（水）９月20日（水）
1343 ９月20日（水）９月27日（水） 10月３日（火）
1344 10月４日（水） 10月11日（水） 10月18日（水）
1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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報告書の内容は下記のとおりである。
１．山下高広氏の研究テーマと潜水作業との関連
２．潜水作業事故の経緯（事故前日まで、事故発生、
捜索救命活動の経緯）

３．事故の直接原因推定と捜索救命活動の妥当性
４．安全対策の不備（潜水作業の危険性認識欠如、安
全管理体制と教育の欠如）

５．再発防止策についての提言（作業現場責任者及び
研究室責任者の責務、農学生命科学研究科及び東
京大学全学としての責務、全国の大学が連携して
の取り組み及び社会に発信すべき事項）

今後の取り組みとして、調査報告書の内容及び再発防
止策についての学内報告会を開催するとともに、潜水作
業のみならず野外作業の事故発生防止のための情報発信
や各種啓発活動を行っていくこととしている。

第４回調査委員会（1月23日）の審議状況
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第２次学力試験（後期日程）、外国学
校卒業学生特別選考の合格者発表

学生部

平成18年度本学入学者選抜の第２次学力試験（後期日程）合格者332人及び外国学校卒業学生特別選考合格者第１種
（外国人であって日本国の永住許可を得ていない者）15人、第２種（日本人及び第１種以外の外国人）24人の受験番号
が、３月22日（水）12時30分に、本郷構内で掲示により発表された。また、併せて、合格者の科類別成績（最高点・最
低点・平均点）も発表された。
合格者は、３月24日（金）から27日（月）までの間、郵送により入学手続を行い、３月28日（火）の健康診断及び４

月１日（土）からの諸手続を済ませ、４月12日（火）の日本武道館での入学式に臨むことになる。
第２次学力試験（前期日程・後期日程）及び外国学校卒業学生特別選考の志願者数・合格者数等は、次のとおりであ

る。

平成18年度第２次学力試験（前期日程・後期日程）募集人員・合格者数等

科　　類 募集人員 志願者数
第１段階選抜

受験者数 合格者数
合格者数

文科一類 415 2,472 1,336 1,323 416

文科二類 365 1,771 1,182 1,171 366

文科三類 485 2,502 1,563 1,536 489

理科一類 1,147 4,789 3,189 3,124 1,170

理科二類 551 2,809 2,032 1,991 569

理科三類 90 608 373 359 90

合　　計 3,053 14,951 9,675 9,504 3,100

（注）外国学校卒業学生特別選考を除く。

平成18年度第２次学力試験（前期日程）募集人員・合格者数等

科　　類 募集人員 志願者数
第１段階選抜

受験者数 合格者数
合格者科類別成績

合格者数 最高点 最低点 平均点
文科一類 373 1,549 1,124 1,116 373 430.4759 350.0204 372.0097

文科二類 327 1,099 985 984 328 446.1869 333.8982 356.3438

文科三類 432 1,521 1,296 1,289 435 417.3536 329.7205 349.3943

理科一類 1,025 2,705 2,563 2,556 1,045 454.6758 324.6760 355.0478

理科二類 492 2,170 1,730 1,713 507 437.3981 323.1094 348.8029

理科三類 80 433 323 316 80 488.7203 394.9647 417.4049

合　　計 2,729 9,477 8,021 7,974 2,768

（注）外国学校卒業学生特別選考を除く。
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平成18年度第２次学力試験（後期日程）募集人員・合格者数等

科　　類 募集人員 志願者数
第１段階選抜

受験者数 合格者数
合格者科類別成績

合格者数 最高点 最低点 平均点
文科一類 42 923 212 207 43 316 247 263.72

文科二類 38 672 197 187 38 270 222 235.84

文科三類 53 981 267 247 54 338 248 274.02

理科一類 122 2,084 626 568 125 465 318 344.86

理科二類 59 639 302 278 62 295 231 249.58

理科三類 10 175 50 43 10 306 260 276.20

合　　計 324 5,474 1,654 1,530 332

（注）外国学校卒業学生特別選考を除く。

平成18年度外国学校卒業学生特別選考志願者数・合格者数等

科　　類 区分 志願者数
第１次選考 第２次選考 第２次選考

種別 合 格 者 数 受 験 者 数 合 格 者 数

文科一類
第１種 5 2 2 1

第２種 32 15 14 9

文科二類
第１種 27 7 7 4

第２種 16 7 6 3

文科三類
第１種 12 3 3 2

第２種 17 11 9 4

理科一類
第１種 32 11 10 5

第２種 21 11 9 3

理科二類
第１種 8 4 4 3

第２種 9 8 7 5

理科三類
第１種 1 0 0 0

第２種 7 2 2 0

合　　計
第１種 85 27 26 15

第２種 102 54 47 24

なお、過去３年間の志願者数及び合格者数、高校卒業年別の合格比率、出身校所在地別合格者及
び比率は次のとおりである。
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３月30日（木）18:00から、病院管理・研究棟正面玄
関前の特設会場において｢管理・研究棟及び外来診療棟
のライトアップ点灯式｣が開催された。
夜間照明装置の設置にあたっては、夜間における明る

く安心な病院環境の確保を目的としているが、同時に歴
史と伝統を照らし出す効果もあることから、多数の教職
員からの賛同と寄附により実現の運びとなった。
点灯式に当たり永井病院長から設置に至るまでの経緯

等挨拶が述べられた後、今回のライトアップのデザイン
設計、施工管理を担当頂いた株式会社石井幹子デザイン
事務所主宰　石井幹子氏、永井病院長、定年退職者、新
規採用者が会場において武田管理課長のカウントダウン
の合図と供に放電灯のスイッチを押し夜間照明の点灯が
行われた。

続いて、石井幹子氏から今回のライトアップのデザイ
ンについて、管理・研究棟最上階にある南・北のレリー
フ｢長崎への医学の伝来：日名子實三・作（ひなごじつ
ぞう）｣と｢診療・治療・予防：新海竹蔵・作（しんかい
たけぞう）｣を照明によってより鮮明に浮かび上がらせ
ることにより、御殿下記念館からグランドを通して見る
管理・研究棟の夜景は、あたかも海上に浮かぶ巨大船を
思わす荘厳な風景となった、との説明をいただいた。
また、点灯式終了後出席者一同は、管理・研究棟と外

来診療棟を照らす光の芸術を見学し、併せて爛漫の桜花
の中、観桜会が行われ、会は盛況の中に終了した。

３月９日（木）10:30から附属中等教育学校の体育館
と多目的室において、２年生の総合学習発表会が開催さ
れ、３クラスの枠をはずして取り組んだ「体操」・「太
鼓」・「演劇」の発表が行われた。70名を超える保護者
も見学した。
まず、体育館で42名の生徒による新体操の演技が行わ

れた。外部講師として指導にあたられた、新体操のオリ
ンピックコーチを務める山田美恵子さんと米澤舞子さん
も見守るなか、フープ、ボール、リボンの演技が行われ
た。軽快な音楽に合わせて、生徒たちは息の合った演技
を見せた。
つぎに行われた太鼓の発表では、生徒44名が華・波・

星の３グループに分かれて、神奈川県三浦半島の三崎に
伝わる「ぶちあわせ太鼓」を披露した。生徒たちはこれ
まで、フリーのピアニストでもある藤本厳さん、熊谷さ
おりさん、長沢千佐さんの指導のもと練習を重ねてきた。
かけ声もさかんにかけながら、体育館に太鼓の勇ましい
音を響かせた。総合学習で４年前初めて導入したときか
ら、太鼓をつづけている本校５年生の７名も有志として
演技を行い、会場を盛り上げた。太鼓を提供してくださ

っている川田太
鼓工房の川田久
義さんが会津よ
りお越しくださ
り、本校の発表
を高く評価して
下さった。

その後、会場を多目的室に移して、33名が演劇「俺達
の甲子園」を公演した。照明や音響にも取り組んだ本格
的な舞台で、すばらしい演技をした。生徒たちは努力し

医学部附属病院管理・研究棟及び外
来診療棟のライトアップ点灯式が行
われる

大学院医学系研究科・医学部

点灯式の模様（永井病院長、石井幹子氏ほか）

教育学部附属中等教育学校で「２年
生総合学習発表会」開催

大学院教育学研究科・教育学部

御殿下記念館前から管理・研究棟を望む

躍動感あふれる太鼓の演技
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て練習した教員・父親・母親の役もみごとにこなし、観
客から大きな拍手をいただいた。

３月22日（水）14:00から、小柴ホールにおいて、第
20回社会科学研究所シンポジウム「『失われた10年』を
超えて」が開催された。

社会科学研究所は、2000～2004年度に「失われた10

年？ 1990年代日本をとらえなおす」というテーマのも
とに、全所的プロジェクト研究を実施した。その成果は、
参加スタッフの著書・論文として続々と発表されている
が、このたび、それらのエッセンスを集約する社会科学
研究所編『「失われた10年」を超えて』（Ⅰ、Ⅱ）が東京
大学出版会から上梓された。
今回のシンポジウムは、その刊行を記念して企画され

たもので、はじめに橘川武郎社会科学研究所教授から
「経済危機の教訓」と題して、一般に「失われた10年」
と評される1990年代日本を多角的に分析するこの２巻シ
リーズについての要約があり、続いて堀内昭義中央大学
教授、新川敏光京都大学教授、谷口将紀東京大学助教授
の各氏から、それぞれの90年代論をふまえた論評をいた
だいた。当日、約110名を数える参加者が熱心に報告に
耳を傾け、シンポジウムの最後の討論時間では、発表者
との間で活発な議論が展開された。

また、シンポジウム終了後、工学部２号館展示室にお
いて、発表者・学外参加者を交え和やかなうちに懇親会
が行われた。

イスラーム書籍文化の進展に努めるイラン政府国際書
籍賞事務局は、「ペンを武器に、証明と論理を道具にす
る勇者に望みを託して」（賞状の一節）、岡部篤行教授
（空間情報科学研究センター）編著の『地理情報システ
ムによるイスラーム地域研究』をイスラーム研究部門の
最優秀書籍の一冊として選んだと発表した。
イラン国際書籍賞事務局は、毎年、世界中の国々で出

版されるイスラーム研究とイラン研究の本を多く収集
し、１年間をかけて選考を行い、約10冊の本を選定して
表彰している。今年は、その一冊に岡部教授編著（執筆
者21名）のIslamic Area Studies with Geographical
Information Systems (GIS) (RoutledgeCurzon出版)が、
イスラーム研究部門の本として選ばれた。当本は、世界
に先駆けてGISをイスラーム研究に適用した研究で、新
しい技術でイスラーム研究の新たな地平線を開拓したこ
とが高く評価された。
表彰式は、大統領、閣僚、各国大使、政府要人、研究

者、民間人が多く集う盛大なもので、コーランの一節が
唱えられた後、賞状の盾が閣僚によりリレー式に手渡さ
れ、最後に大統領より直接、受賞者に手渡された。今回
の受賞者は、日本人１名の他、英国、ドイツ、ロシア、
レバノンなどの研究者10名であった。

第20回社会科学研究所シンポジウム
「『失われた10年』を超えて」を開催

社会科学研究所

岡部篤行教授、イラン政府より国際
イヤー・オブ・ザ・ブック賞を授与
される

空間情報科学研究センター

シンポジウムの様子

討論会の様子

イラン大統領から表彰される岡部篤行教授
（イラン政府提供）
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先端医療開発研究クラスター及びナノバイオ・インテ
グレーション研究拠点では、下記により合同シンポジウ
ムを開催します。
今回の合同シンポジウムは、トランスレーショナル研

究の拠点として、さらに発展させていくために、
Exhibition（展示）を中心としています。各ユニットが
様々な研究成果を展示し、皆様に御報告します。
また、企業等の共同研究に向けての打合せの場を設け、

具体的に産学連携を図ることを計画しています。多数の
ご参加をお待ちしています。

開催日：４月21日（金）
場　所：工学部新２号館
時　間：
展示会　13:00 ～
講演会　15:00 ～
①小宮山　宏：東京大学総長
「東京大学として産学連携の今後の進展に向け
ての大学のあり方」（仮題）

②岸　輝雄：独立行政法人物質材料研究機構理事長
「研究開発型独立行政法人におけるCOEの役割
とネットワーク」（仮題）

③松田　岩夫：国務大臣
科学技術政策・食品安全・IT担当

「産学連携　大学に期待すること」（仮題）
懇親会　18:30 ～

先端医療開発研究クラスター（第２回）ナノ
バイオ・インテグレーション研究拠点合同シ
ンポジウム

医学部附属病院
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申込方法：
①お名前（ふりがな）、②ご連絡先メールアドレスまた
はＦＡＸ番号、③どの回の聴講を希望するか（※）、を
明記のうえ、大学院法学政治学研究科附属ビジネスロ
ー・比較法政研究センター宛にメール（icclpblc@j.u-
tokyo.ac.jp）またはＦＡＸ（03-5805-7143）でお申し込
みください。定員（100名）に達し次第、締め切らせて
いただきます。
※興味のある回のみの聴講、すべての回の連続聴講、ど
ちらでも結構です。
主　　催：東京大学法学部
後　　援：日本サムスン株式会社

理学部ではいろいろな研究が行われています。すべて
に共通するのは、自然界の真理を探求するということで
すが、私たちの日常からかけ離れた世界から、私たちの
社会生活と密接につながった問題まで、研究の対象も、
手法も、千差万別です。そうしたさまざまな基礎科学研
究の最新の話題を、最先端で活躍している研究者が分か
りやすく解説します。
●テーマ 「理学研究のさまざまな面白さ」
●講演内容

宇宙のはじまりに迫る
「加速器で解明する素粒子と宇宙の謎」
駒宮幸男（こまみや　さちお・理学系研究科

物理学専攻・教授）
地球史の謎を探る
「巨大天体衝突による環境擾乱と生物絶滅」
多田隆治（ただ　りゅうじ・理学系研究科

地球惑星科学専攻・教授）
新技術を実現する
「世界最高速の計算と通信を目指して」
平木敬（ひらき　けい・情報理工学系研究科創造情

報学専攻／理学部情報科学科・教授）
●日　時 ４月21日（金）18:00～20:30（17:00開場）
●場　所 駒場キャンパス　数理科学研究科大講義室
●参加費 無料（当日先着240名）
●主催・問い合わせ先

大学院理学系研究科・理学部
電話　03-5841-7585

e-mail shomu@adm.s.u-tokyo.ac.jp

URL http://www.s.u-tokyo.ac.jp/pl9/

※　展示会・講演会は参加費無料です。
※　懇親会は参加費 1,000円となっております。
※　お申し込みの際は、展示会、講演会、懇親会それれ

お申し込み下さい。
※　講演会は定員になり次第締め切らせていただきま

す。

お問い合わせ先：

医学部附属病院
先端医療開発研究クラスターシンポジウム事務局
ＴＥＬ：03-5800-9188 ＦＡＸ：03-5800-9193

E-mail：pr@adm.h.u-tokyo.ac.jp

法学部は、｢高齢化社会と法｣を統一テーマに連続講演
会を開催します。毎月１回、１年間に合計８回の予定で、
年金・住宅・医療・介護などをめぐる法的・政策的問
題、さらには高齢化が政治に及ぼす影響などについて法
学部の教授・助教授をはじめとする専門家が講演をおこ
ないます。本学の学生・教職員はもちろん、一般の皆様
方の聴講も歓迎します。奮ってご参加ください。

日時およびテーマ：

第１回

５月13日（土）13:30～15:00（受付：13:00～）
「高齢化社会と法：総論」

講師：岩村正彦（法学部教授）
第２回

６月17日（土）13:30～15:00（同上）
「高齢化社会と政治」

講師：田邊國昭（法学部教授）
第３回

７月15日（土）13:30～15:00（同上）
「高齢化社会の消費者問題・成年後見」

講師：大村敦志（法学部教授）
（第４回目以降は、９月、10月、11月、12月、１月の土
曜日開催を予定していますが、具体的な日時、テーマお
よび講師は後日決定します）

場　　所：本郷キャンパス法学政治学系総合教育棟
（通称：法科大学院ガラス棟）101教室

参加資格：「高齢化社会と法」に興味がある方。
身分・年齢等は問いません

参 加 費：無料
資　　料：毎回会場でお配りします

大学院法学政治学研究科・法学部

法学部連続講演会「高齢化社会と法」開催の
お知らせ

大学院理学系研究科・理学部

理学部　第９回公開講演会開催のお知らせ
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〈辞典案内〉
アルヴィ宮本なほ子：英語
幸田　薫：ドイツ語
松村　剛：フランス語
安岡治子：ロシア語
西中村浩：ポーランド語
村松真理子：イタリア語
スペイン語部会：スペイン語
木村秀雄：ポルトガル語
大貫　隆：古典語（ギリシア語・ラテン語）
吉川雅之：現代中国語
野村剛史：国語辞典
齋藤希史：漢和辞典
生越直樹：韓国朝鮮語
杉田英明：アラビア語
藤井　毅：ヒンディー語
中井和夫：ウクライナ語
柴　宜弘：セルビア・クロアチア語
上村　静：ヘブライ語
王　嵐　：台湾語
木村理子：モンゴル語
吉川雅之：広東語
楊　凱栄：上海語

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で
無料配布しています。バックナンバーもあります。
第492（４月５日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

小宮山宏：東京大学は変わる
木畑洋一：眼を世界に放つ
江里口良治：ダーク・エイジの先に光はあるのか
平石　界：学生相談所
里見大作：進学情報センター
宮内由美子：留学生の紹介
兵頭俊夫：駒場図書館案内
池田信雄：美術博物館案内
山口和紀：情報教育棟
石川　隆：保健センター駒場支所
廣松　毅：〈学び方〉新シリーズ　統計学の学び方　
和田　健：公開シンポジウム「東京大学教養学部におけ

る基礎実験教育」―平成18年度に向けた取組
み―の報告

上村慎治：基礎実験の楽しみ方（生物）
斎藤兆史：駒場のレストラン・喫茶店案内〈改訂版〉

〈私のいち押し〉
安西信一：辻惟雄『日本美術の歴史』

〈本の棚〉
安冨　歩：岡山裕著『アメリカ二大政党制の確立―再

建期における戦後体制の形成と共和党』

〈時に沿って〉
志波智生：私の履歴書
堺　和光：物理とともに
若杉桂輔：チャンスを活かすために

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第492（４月５日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

　「噴水」のコーナーは、本学の学生や教職員にかか
わる様々な出来事を、皆様からの投稿によるコラムと
して紹介するコーナーです。

　「教職員の有志でこんな活動をしています」、「本
学の学生や教職員が学外のイベントでこんな活躍をし
ています」などなど、部局としての公式ニュースとま
では言えないけれど学内のみなさんに是非お知らせし
たい、そんな情報があれば、是非積極的に「噴水」の
コーナーに記事をお送り下さい。

＜原稿の送付先・問い合わせ先＞
　総務部広報課
　　E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
　　TEL：03-3811-3393　　内線：22031
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黒川　正則　名誉教授

本学名誉教授黒川正則先生
は、平成18年３月16日に逝去
されました。享年78歳でした。
黒川正則先生は、昭和２年

11月に福井県福井市に生まれ、
昭和27年３月に東京大学医学
部医学科をご卒業後、同大学
医学部附属病院において１年
間の実地修練を修められた後、
昭和28年４月から精神医学教

室に入り内村祐之教授のご指導のもと研鑽を積まれ、さ
らに生化学教室の島園順雄教授のもとで生化学的研究手
法の訓練を受けられました。昭和30年６月に東京大学医
学部附属病院精神科助手に着任され、昭和31年11月から
１年間裁判所技官として東京家庭裁判所に出向された
後、昭和32年11月には再び同大学助手に復帰されました。
昭和33年７月から昭和35年１月までの間、連合王国に留
学し神経生化学の研究に従事し、ご帰国後の昭和35年３
月31日には東京大学から「脳白質の刺激代謝について」
により医学博士の学位を授与されました。
昭和36年７月に東京大学講師（医学部脳研究施設脳生

化学部門）、昭和38年４月に同部門助教授、昭和48年10

月に同部門の教授に任ぜられました。以来、昭和63年３
月31日定年により退職するまでの14年余の間、同部門の
主任教授として我が国の神経生化学における指導者とし
て教育・研究に率先されました。
先生は、初め脳内神経伝達物質、特にアセチルコリン

の代謝研究を通じて、我が国で発見、維持されている突
然変異株であるEⅠマウスの痙攣発生機序の解析を行
い、さらにこれと関連して、大脳皮質からシナプス部の
みを分離精製する方法を改良し、確立されました。また、
この方法をニューロンとグリアの細胞核をそれぞれ分離
精製する方法に発展させ、細胞分裂が出来ない神経細胞
と活発に分裂を行うグリア細胞との違いについて研究を
行われました。
引き続きニューロンの長大な軸索の形成と維持に重要

な役割を果たしている軸索内輸送の実体を明らかにされ

た後、比較的進歩の遅れていた軸索内細胞骨格蛋白の輸
送過程である遅い軸索内輸送の解析を精力的に行い、国
内はもとより、国際的にもこの分野の開拓者の一人とし
て、軸索内輸送研究の今日の発展をもたらす大きな原動
力となられました。特に軸索内の細胞骨格蛋白の動態と
その輸送機構に関する詳細な研究はよく知られており、
その成果は多数の研究論文、主要な学会報告、シンポジ
ウム、特別講演などで示され、西ドイツなどから来訪滞
在した外国人研究者の指導及び共同研究にもあたって国
際的研究協力にも大きく寄与されました。
先生は、このように一貫して神経生化学ことに神経伝

達物質、神経細胞核及び神経軸索に関する研究に精力的
に従事するとともに、昭和37年度以来同大学大学院医学
系研究科を担当し、医学系大学院生の教育及び後進の育
成に努められました。また、昭和46年以来大学院理学系
研究科の授業も担当し、理学部における生物系大学院教
育に大きく貢献されました。この間に大学院医学系研究
科委員会委員、同研究科第二基礎医学課程主任、大学院
化学系連絡委員会委員を務められ、同大学大学院の管理
運営にも尽力されました。また昭和59年４月から２年間、
医学部脳研究施設長を併任し、同施設の管理運営に意を
注ぎその発展に大きく寄与されました。
先生は、定年退職後の昭和63年４月より明治薬科大学

教授に就任し、平成３年３月まで３年間、同大学の薬学
教育に尽力されました。さらに平成３年４月から平成10

年３月まで東京都精神医学総合研究所長として、東京都
における医学研究の推進、特に精神疾患の解明に取り組
み、精神医学研究の発展と国際交流推進に大きく貢献し
てこられました。
このように、先生は長年にわたり、本学における医学

の教育及び研究に尽力され、また脳の生化学的研究のパ
イオニアとして国内外における神経生化学の普及に貢献
されました。
先生のご逝去は、精神現象を含む脳神経活動の分子基

盤の解明をめざす後進の医師・医学研究者・脳科学者に
とって大きな悲しみです。ここに長年に亘る先生のご指
導に心から感謝するとともに、謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。

（大学院医学系研究科・医学部）
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関口　　忠　名誉教授

本学名誉教授関口忠先生に
は病気ご療養のところ去る平
成17年12月12日ご逝去されま
した。昨秋の終わりまで先生
はお元気でご活躍されておら
れましたので、急なご逝去に
痛惜の思いを深くしておりま
す。
先生は大正15年５月３日山

形県米沢市にお生まれになり、
昭和24年３月東京大学第一工学部電気工学科をご卒業、
同年４月同大学大学院特別研究生となられ、昭和28年４
月東京大学電気工学科助教授、昭和38年６月教授にご昇
進、さらに昭和41年４月からは大学院理学系研究科教授
も兼担されました。昭和62年３月末日東京大学を退官さ
れた後、同年４月より横浜国立大学工学部教授となられ、
平成４年３月末日をもって同大学を定年退官されまし
た。この間、昭和31年４月には東京大学より工学博士の
学位を授与されました。また昭和31年８月から昭和34年
２月までイリノイ大学工学部電気工学科客員研究助教
授、また昭和48年10月から54年９月まで、当時の名古屋
大学プラズマ研究所客員部門教授を併任されました。昭
和62年６月には東京大学名誉教授の称号を授与されてお
られます。
先生は生涯にわたり、電気工学に関連した電磁流体プ

ラズマ理工学、および核融合理工学の分野において教
育・研究を続けてこられました。中でも学位論文となっ
たマイクロ波三極管における電子アドミッタンスの研

究、電磁流体直接交流発電機の研究、高電流密度不均一
磁界超伝導マグネットの研究、磁界中直流放電における
ヘリカル不安定の研究、静電三探針型プラズマ計測法の
研究、モジュールコイル型ヘリカル磁気閉じ込め方式の
研究、さらにライフワークとして取り組まれた高出力パ
ルスレーザーを用いた高温高純度プラズマ生成技術とそ
れを活用した高性能磁気プラズマ閉じ込め方式の研究、
など、研究の核であった核融合理工学のみならず関連す
る領域でも卓越したご業績をあげられてこられました。
先生は高いご見識に加えて実直かつ気さくなお人柄に

よって多くの研究者、技術者の育成に献身されました。
また6電気学会、6プラズマ・核融合学会、6低温工学
協会等の会長を歴任されるなど、電気工学およびプラズ
マ核融合関係の諸学協会、諸研究機関、官公庁の各種委
員会等の活動を通して核融合エネルギー研究開発を中心
として指導的お立場で多くの貢献をされてこられ、さら
に、国際原子力機関IAEAの核融合研究評議会日本政府
代表委員として世界の核融合研究協力推進にご尽力され
ました。これらにより6電気学会より功績賞、またアメ
リカ核融合研究連合特別功労賞などを受賞され、平成５
年には紫綬褒章、平成10年には勲二等瑞宝章など多数の
表彰を受けておられます。
昨年、世界の核融合研究者の悲願であった国際熱核融

合実験炉ITERの建設決定がなされましたが、この国際
巨大プロジェクト推進にご尽力されてこられた先生は、
その完成の姿を御覧になることを大変楽しみにされてお
られるご様子でした。ここに謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。なお先生は平成18年１月に正四位に叙されま
したことを申し添えます。

（大学院工学系研究科・工学部）
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中澤　正治　教授

中澤正治教授は、平成18年
３月10日午前11時13分、心不
全のため逝去されました。享
年61歳の若さであり、また、
あまりに突然のことでした。
通夜、葬儀・告別式は上野の
徳雲会館で執り行われ、生前
の中澤先生の人徳を示すよう
に多数の方々が参列されまし
た。

中澤先生は昭和19年７月22日に広島県にお生まれにな
りましたが、幼少の頃に愛知県知多郡南知多町へ移られ、
以来、昭和38年に半田高校をご卒業になられるまで、知
多半島にて過ごされました。昭和38年には東京大学教養
学部理科一類に入学され、その後、理学部物理学科へ進
学されました。卒業後は、特許庁においてアインシュタ
インの成し遂げたような物理学の研究をなさることを目
指されたということで、国家公務員試験上級試験に合格
しておられましたが、日本の原子力工学を確立するため
に東京大学へ残られる道を選ばれ、昭和42年に東京大学
工学部助手に就任されました。その後、昭和52年には東
京大学工学部附属原子力工学研究施設助教授に昇任さ
れ、昭和62年には東京大学工学部教授に任ぜられ、原子
力工学科放射線計測学講座を担当されました。この間、
昭和53年１月には東京大学より工学博士の学位を授与さ
れています。先生は長年にわたり、放射線計測の第一人
者として広汎な領域において独創的な研究をなされてこ
られ、多数の学生に慕われつつ、ご在任期間38年間の長
きにわたり、本学の教育と研究に多大な貢献をなされて
こられました。
先生のご研究は、放射線計測学の基礎から応用まで幅

広い範囲におよびます。中性子場の計測法の研究では、
He-3ガスを用いたスペクトロメータや放射化箔を用いた
中性子スペクトルの高精度測定を行い、測定データの誤
差評価をもとにした計算コードの開発などを進め、真の
スペクトルを推定するアンフォールディング手法の確立
に道を拓きました。また、レーザを用いた放射線計測法
を考案され、核励起レーザの研究で優れた成果を上げら
れました。さらに、シンチレーティング光ファイバによ
る放射線分布計測、光ファイバセンサを用いた炉内温度
分布計測、レーザ共鳴イオン化分光を用いた放射能計測

など、次々にアイディアを提案され、これらは現在、光
学式原子力計測という独自領域を築くに至っておりま
す。また、先生は、超伝導体を用いた放射線検出器の将
来性に注目され、ジョセフソン接合を用いた放射線検出
システムの開発では、X線のエネルギー分解能で世界最
高性能を得る一方、日本国内に点在していた超伝導体を
用いた放射線検出器の開発グループをまとめることに腐
心し、国内の研究協力体制を構築し、活発な研究活動が
なされるきっかけを作った点でも大きな功績がありまし
た。
また、国際電気標準における活動では、IEC/TC45に

おいて日本の代表者として活躍なさいました。国際標準
の確立のためには対応する技術を基にして、さまざまな
問題を解決していく必要がありますが、先生の人柄が信
望を集めたおかげで、円滑に意見集約をなされました。
学会関係では、応用物理学会放射線分科会幹事長、電気
学会原子力技術委員会委員長、原子力学会放射線工学部
会、日本アイソトープ協会理事、原子力安全研究協会理
事、などとして、日本の放射線応用分野の指針を作られ、
また、育成されていかれました。先生のこうしたご業績
に対して、昭和63年と平成14年の２度にわたり日本原子
力学会賞を受賞されています。また、東京大学の運営に
も指導力を発揮してこられました。東京大学放射線安全
委員会委員長在任時には、放射線計測学の世界的な第一
人者としての高いご見識を背景に、放射線に関する安全
管理の総括・監督という重責を果たされました。現在、
東京大学として新たな展開をみせている柏キャンパスの
新大学院研究科創設担当アドヴァイザーも務められまし
た。平成15年４月には東京大学原子力研究総合センター
長に就任され、二年間にわたりその運営にたずさわられ
たのち、平成17年４月には原子力研究総合センターを改
組し、工学系研究科原子力国際専攻ならびに原子力専攻
（専門職）を立ち上げられました。
先生は、時代を超えて常に新しいものを見つめ、いつ

も若々しくあられました。また学生を可愛がられ、学生
の自主性を重んじられ、時には歯がゆく思われただろう
ときにも暖かく見守られ、鋭くかつ適切なアドバイスを
下さいました。先生の優しさを思い、先生と共にあった
日々を思い、これからも先生を必要としていた多くの
人々のことを思うとき、あまりに突然に訪れたご逝去は、
誠に痛惜の念に堪えません。ここに謹んで哀悼の意を表
し、衷心より先生のご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院工学系研究科・工学部）
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広報委員長の交代

平成18年４月１日付で、広報委員長が交代しました。
新委員長、および退任した委員長よりご挨拶いたしま
す。

広報委員長就任の挨拶

「外に対する広報・内に対する広報」

広報委員長　佐久間　一郎

このたび広報委員長を拝命いたしました佐久間一郎で
す。どうぞよろしくお願いいたします。2003、2004年度、
国立大学法人化前後の２年間広報委員長を拝命してお
り、２度目の担当ということになります。学内広報では
前回退任の挨拶として「２年間の任務を通じて、大学で
行われていることを適切に社会に発信することの重要性
とその難しさを改めて認識いたしました。」と申し上げ
ました。いろいろ反省すべき点も多く、広報活動の難し
さを痛感した２年間でありました。今回図らずも再度広
報委員長を務めるにあたり、前回の反省もふまえて、広
報業務を円滑に進めるべく精一杯努力する所存です。
濱田理事、大木前広報委員長の下、広報室においては、

前回在任当時検討するにとどまっていたさまざまな広報
活動がひとつひとつ実現されていると伺っております。
これらの活動を継続して推進し、優れた知的活動の宝庫
である東京大学の諸側面を社会に対してわかりやすく広
報し、社会のよりよい理解を得るとともに、社会に対し
てある種の良い影響を与える「外に向かっての広報」の
一層の充実を図りたいと考えております。
一方、１年間部局にもどり一教員として全学広報活動

を眺めてみて、前回広報に従事していた際に繰り返し広
報室にて議論されていた、学内教職員の横断的な連携を
促進する学内への情報発信の重要性を再認識いたしまし
た。この点についても広報室は既に種々の新しい試みを
開始しています。この「内に対する広報」も一層推進す
る努力をしていきたいと考えております。
ご支援ご協力のほどをお願い申し上げます。

広報委員長退任の挨拶

「広報委員長退任にあたって」

前広報委員長　大木　　康

平成17年度の一年間、広報委員長の大任を担い、われ
ながら頼りない委員長であったが、何とか任期を全うす
ることができ、ほっと胸をなでおろしている。これはひ
とえに、大学本部並びに各部局のみなさまによるご協力
のおかげと、まずは心から感謝申し上げたい。
小宮山新総長の就任にはじまり、反日デモ直後の北京

でのＵＴフォーラムの開催、北京代表所開所式、アクシ
ョンプランの公表、学術俯瞰講義、また産学連携等によ
る複数の大規模研究教育プロジェクトの立ち上げなどな
ど、次々と繰り出された新しい試みの現場に立ち会い、
法人化を迎えた東京大学が、たしかにこれまでとはちが
った世界を築きつつある様子を実感できた。
広報体制についても、たまたま私の知る数年前の状況

と比べ、格段の充実ぶりを見せている。学問の世界に専
門分野があり、専門家がいるのと同じように、広報一事
についても、やはり「餅屋は餅屋」であって、専門家が
広報の一員として常時勤務し、スタッフを支えている状
態はとてもすばらしいと思う。
とはいっても、まだまだ改善すべき問題は山積みであ

る。一つだけ例を挙げるならば、ホームページ。現在の
ホームページは、担当委員の涙ぐましいまでの献身的努
力の成果である。だが、それでもある会社が調査した大
学ホームページランキング（こういう資料の存在自体、
はじめて知った）によれば、東京大学のホームページは、
残念ながらいまだ上位に位置しているとはいい難い。東
大広報のますますの発展を心から祈念したい。
最後に私事ながら、平成15年度、法人化準備の年に総

長補佐をつとめ、翌年は広報副委員長、そして17年度の
委員長と、この三年間、自分なりには東大のためにかな
りの奉公をしたと思っている。特にこの一年間、委員長
の仕事は、得難い経験であったとはいえ、種々の会議に
出席し、学内の行事という行事に参加し、何か問題が起
これば、それに対応しなければならない、なかなか「時
間食い」の仕事であった。多くはラボ単位で研究を進め
ている理系の場合はいざ知らず、基本的に個人プレーで
研究しているわれわれ文系の教員にとって、これは相当
つらいのである。東京大学の教職員はみな有能なわけだ
から、こういった仕事は、みんなが交替でやればよい。
これからは、自分の研究成果を示すことで、東大のため
に貢献できればと思っている。



34 No.1334   2006. 4. 12

行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
※予約制　医学部附属病院先端医療開発研究クラスター
事務局　TEL：03-5800-9188 FAX：03-5800-9193
Mail：pr@adm.h.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所
黒田明伸　kuroda@ioc.u-tokyo.ac.jp
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

東洋文化研究所
黒田明伸　kuroda@ioc.u-tokyo.ac.jp
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

社会科学研究所
ＣＲＥＰ事務局
E=mail:crep@iss.u-tokyo.ac.jp

教養学部進学情報センター
電話：03-5454-6187
Email：agc@park.itc.u-tokyo.ac.jp

駒場キャンパス 数理科学研究
科大講義室

山上会館001号室

山上会館001号室

社会科学研究所大会議室

教養学部18号館１階ホール

4月21日（金）
18:00～

4月24日（月）
9:15～

4月25日（火）
9:30～

4月25日（火）
15:00～

4月28日（金）
16:30～

先端医療開発研究クラスター（第2回）ナノバイオ・
インテグレーション研究拠点合同シンポジウム
※27ページ参照

国際ワークショップ文科省特定領域：東アジアの海域
交流と日本伝統文化の形成「中近世東アジア貨幣史の
特殊性・共時性とその貨幣論的含意」

大学院理学系研究科・理学部
TEL.03-5841-7585
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/pl9/

駒場キャンパス 数理科学研究
科大講義室

4月21日（金）
18:00～

理学部　第９回公開講演会開催のお知らせテーマ
「理学研究のさまざまな面白さ」
※28ページ参照

国際ワークショップトヨタ財団研究助成：世界史にみ
る貨幣流通の非均質性、補完性についての研究―自律
的で競存的な貨幣システムの可能性を探る

CREP月例セミナー関税同盟への選択 －戦後ヨーロッ
パにおける自由貿易圏構想－

シンポジウム「私はどのようにして専門分野を決めた
か」

生涯スポーツ健康科学研究センター
TEL:04-7132-3979 FAX:04-7132-4160
E-mail:kobayashi@k.u-tokyo.ac.jp

柏キャンパス総合研究棟６階大
会議室

4月26日（水）
14:00～

生涯スポーツ健康科学研究センター開設記念式典・シ
ンポジウム

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/annex/

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL:03-5452-6017～8 FAX:03-5452-6073
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

（財）東京大学綜合研究会
担当：徳久　TEL:03-3815-8345 FAX:03-3816-3913
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

総合研究博物館本館

総合研究博物館本館

総合研究博物館小石川分館

生産技術研究所総合研究実験棟
（An棟）

大講堂（安田講堂）

教養学部11号館 2階1106教室

11月26日（土）～
4月16日（日）

10月15日（土）～
4月16日（日）

3月9日（木）～

4月14日（金）～6月30
日（金）18:00～（5月5
日、5月26日、6月2日を
除く各金曜日）

4月1日（土）、8日
（土）、22日（土）、
5月13日（土）、20日
（土）

4月14日（金）～
7月7日（金）

特別展示『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを
臨む』展※1326号参照

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

総合研究博物館小石川分館驚異の部屋― The
Chambers of Curiosities

第33回生研イブニングセミナー「情報エレクトロニク
スの基礎と応用」
※1333号参照

第104回（平成18年春季）東京大学公開講座「人口」
※1331号参照

高校生のための金曜特別講座（夏学期）

icclpblc@j.u-tokyo.ac.jp
FAX.03-5805-7143

法学政治学系総合教育棟101教
室（通称：法科大学院ガラス棟）

５月13日（土）、
６月17日（土）、
７月15日（土）

法学部連続講演会「高齢化社会と法」
※28ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！



14 部局長の交代

14 新部局長紹介

15 部局長退任の挨拶

17 「業務改善提案」に係る表彰式開催

17 潜水作業中の死亡事故についての全学調査
委員会報告書作成
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34 EVENT LIST

３月４月は年度がわりで教職員は何かと忙しい季節。しかしながら、喜びもありますね。卒業
式、学位記授与式、学部・大学院の入学式……これらの神聖なる儀式は大学にとって欠くべか
らざるもの。かくいう私も、本学で働き始めてから、今回、初めてこれらの式を観て、敬虔な
る気持ちになるとともに感動を覚えました。卒業生よ。そして、新入生よ。皆さんの新たなる
門出に栄光あれ。ほら、新緑の季節がもうそこまで来ていますよ。 （し）

◆ 表紙写真 ◆

02 今年度役員の紹介

06 平成17年度卒業式

09 平成17年度学位記授与式

12 平成17年度第２回東京大学総長賞授与式を
挙行

24 医学部附属病院管理・研究棟及び外来診療
棟のライトアップ点灯式が行われる

24 教育学部附属中等教育学校で「２年生総合
学習発表会」開催

25 第20回社会科学研究所シンポジウム「『失わ
れた10年』を超えて」を開催

25 岡部篤行教授、イラン政府より国際イヤー・
オブ・ザ・ブック賞を授与される

27 先端医療開発研究クラスター（第２回）ナ
ノバイオ・インテグレーション研究拠点合
同シンポジウム

28 法学部連続講演会「高齢化社会と法」開催
のお知らせ

28 理学部　第９回公開講演会開催のお知らせ

33 広報委員長の交代

淡青評論
36 「勝ち組」「負け組」

卒業式風景（６ページに関連記事）

キャンパスニュース
19 第２次学力試験（後期日程）、外国学校卒業

学生特別選考の合格者発表

コラム
26 Flags運動部紹介　No.12

27 調達本部です　第６回

訃報
30 黒川正則名誉教授

31 関口忠名誉教授

32 中澤正治教授

お知らせ
29 「教養学部報」第492（４月５日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―



「勝ち組」「負け組」という言葉が広く使われるようになって久しい。は
じめのうちは流行語特有の抵抗感もあったが、今ではすっかり定着してし
まって、この言葉を一切使わずにいるのは難しいくらいになっている。
ところで、ある年齢以上の人たちは覚えているはずだが、この言葉はか

つては全く違う意味で用いられていた。簡単に言えば、太平洋戦争終結後
に在ブラジル日系人の間で、日本敗戦という事実を認める「負け組」とそ
れを拒否して日本が勝利したはずだと信じる「勝ち組」の争いが起きたと
いうのが、この言葉の由来である。三省堂の『戦後史大事典』によれば、
この意味での「勝ち組」「負け組」の争いは1960年代まで続いていたとのこ
とだし、この事典は1991年初版の後、何回か版を重ねて今日に至っている

から、こうした用語法が意識されていたのは、それほど遠い昔のことではない。
本来の意味からかけ離れて使われているからけしからんなどと言うつもりはない。言葉というものは常に

流動し、変化していくものである。もっとも、他者とのコミュニケーションを大事にしようとするなら、い
つのまにか何とはなしに用法が違ってしまうというのではなく、意味変化のプロセスについて自覚的であろ
うとする姿勢が必要ではないかと思うが、それはともかく、言葉の変化自体は不可避であり、それを押しと
どめるべきだなどと考える必要はない。
ただ、この言葉の場合、意味の違い方が極端であり、今日の用法を聞きながら古い用法を思い出すと、ど

ことなく皮肉な感じがして、微苦笑を誘う。わが世を謳歌しているはずの「勝ち組」が実は幻想にしがみつ
いているだけではないかとか、「負け組」というのは苦い真実をきちんと見つめている人のことではないかな
どと考えると、ものの見え方が多少違ってくるような気がする。
ところで、本学の教員および学生は、現役であれＯＢ・ＯＧであれ、どちらかというと「勝ち組」に属す

るとみなされることが多いようである。それはそれでめでたいことなのだろうし、大学も競争の波にさらさ
れる今日、「負け組」に転落せずに「勝ち組」の座を確保するための方策を真剣に考えなくてはならないのか
もしれない。しかし、世間で「勝ち組」と思われているものも、その「勝ち」が実は幻想的なものだったり、
気づかれにくい「負け」の要素を潜在させたりしているということがあるのではないか―そんなことをた
まには考えてみるのも、全く無意味ではないように思われる。現在進行中の大学改革が、価値観の画一化を
暗黙に前提したひたすらな「勝ち組」追求になってしまわないことを祈りたい。
（付記）。この小文の原稿は2005年末に書かれた。2006年になって「勝ち組」「負け組」をめぐる議論がかまび
すしくなっているが、小文はそれを反映しているわけではない。

塩川　伸明（大学院法学政治学研究科）

「勝ち組」「負け組」

No. 1334 2006年4月12日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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